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ミッション
子どもたちとアーティストが
出会う場づくりをしています。
この出会いの場が、 
子どもたちにとっては
潜在的な力を存分に発揮する機会、
アーティストにとっては
子どもたちと関わり、表現を深める機会
になると考えています。

キーワード　廃校の畑、集まる場、石窯

★

活動地域
東京都豊島区西巣鴨地区

廃校となった都心の中学校の校庭に住民主導でつくっている共同の

畑を、世代を越えた住民の交流と、新しいコミュニティの「場」と

して人々が「集まりたくなる場」へと発展させました。

畑は、どこかの誰かが作り上げたものではなく、植物とアート

をテーマにしたこのプロジェクトへの参加者自身が「こんな畑があ

ったらいいな」という思いを共有し、話し合いを重ねて 2006年度
からつくり上げてきました。そして、小さいながらも、参加者たち

が管理・手入れをして、収穫物を分け合うことができる畑として成

長してきたのです。

2008年度は、その畑を通して参加者たちがより充実した時間を
過ごすことができるようにするために、設備の充実に力を注ぎまし

下：畑でとれた野菜を手にする子ども
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廃校活用の経緯
2002年～ 2003年、「特活）芸術家と
子どもたち」と「特活）アートネットワー
ク・ジャパン」が、豊島区の旧千川小
学校でアートワークショップやイベン
ト等を展開し、共同で施設の管理運営
を担った。その実績から、2004年以
降同 2団体は、豊島区の旧朝日中学校
を新たな活動拠点「にしすがも創造舎」
として、稽古場運営をはじめアートを
通した様々な交流事業や文化創造活動
を行っている。旧中学校が立地する場
所は、戦前は映画会社の撮影所だった
ところで、歴史的にも文化芸術との関
連が深い。

参加者の募集方法
団体のメールマガジン、豊島区・北区
掲示板での告知、地域の児童館での告
知

た。アイディアとして、屋外キッチンスペース、BBQスペース、

ピザが焼ける石窯など様々なものがあがりました。その中で目新し

さがあり、多くの用途に使えると思われた石窯を畑の隣に設営する

ことにしました。あくまで手づくりにこだわり、オーダーメイドの

石窯を製造している業者の協力のもと、専門家とアーティストによ

る “石窯づくりワークショップ ”という形で作業を行いました。

　石窯製造業者は、活動の趣旨を理解してワークショップ形式での

石窯づくりを快諾してくれました。50人もの子どもと大人が、汗
だくになりながらほとんどすべての過程を自分たちで行いました。

仕上げにはそれぞれが自宅から持ち寄った茶碗や貝殻などをはめこ

むなど、まさにここにしかないオンリーワンの石窯をつくりあげた

のです。

この石窯で焼く “石窯ピザ ”を夏の収穫祭の目玉として宣伝した

ところ、雨天にも関わらず 200名近い来場者があり、雨の中傘を
さした人の行列ができる盛況ぶりとなりました。手づくりの石窯と、

子どもも大人も一緒になって窯に火を炊きピザを焼く姿は、お客さ

んである一般の住民たちとプロジェクト参加者との間に様々なコミ

ュニケーションを誘発することが出来ました。参加者たちは、人々

の反応をみて、自分たちが行っていることが、地域の人たちに楽し

んでもらえる少し特別な活動だと実感したようです。

その後も、人に見て楽しんでもらえることを意識して、畑の入

口にレンガの洒落たアプローチをつくったり、バラのアーチをかけ

て華やかさを演出するなど、よりよい「場」にしていくことを次々

と手がけました。少しずつですが、もっと多くの人が集まる、もっ

と素敵な「場」にしていこうと日々進化を遂げています。

この活動には 2名のアーティスト（植物を扱う美術家のカブさ
んと、コミュニケーションデザインに関わる活動をしている坂倉杏

介さん）が参加して、参加者たちにまじって一緒に行動し、時には

コミュニケーションを促し、時には斬新なアイディアを提供すると

いう役割を担っています。固定観念に捉われることがなく、普段見

過ごされてしまうような小さな出来事にも楽しさを見出していく姿

は、参加者に様々な「気づき」を与え、自由で豊かな発想へと導い

てくれます。年 2回程開催している、畑の植物を題材にしたアー
ティスト・ワークショップでは、畑にまつわるグッズを創作したり、

畑の植物から発想を得た造形などを行っています。畑から、和気あ

いあいとしたご飯づくりや造形にまで発展させていることがこの活

動の特徴といえるでしょう。

私たちが大切にしていること
アートとの幸福（しあわせ）な出会い
の創出

私たちは、アートとの幸福な出会いを
目的に大きく二つの活動に取り組んで
います。 
　ASIAS（エイジアス）：アーティスト
が小学校へ出かけていって、先生と協
力しながらワークショップ型の授業を
実施する。
　 ACTION！（アクション）：「にし
すがも創造舎」を拠点にした地域住民
参加型の活動。アートを通して、ふだ
んは出会う機会のない人たちが、出会
い、交流する場を創ることを目指す。

イラストレーション：小林詩織
「グリグリ・プロジェクト成長の記録 2006-2008」より
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◎私たちが伝えたかったこと

都会では、何かと子どもは子ども、大人は大人と分断されてしまい

がちで、子どもと大人が同じラインの上に立って何かをするという

ことがなくなってきています。また、生活環境の違う人と出会うこ

とや、知らない人と会話することも非常に少ない状況です。このよ

うに人との交流の機会が限られてしまうことで、限られた価値観に

しか気づくことができず、本来人は多様であることを忘れてしまい

がちです。また、そうした状態にいることで、心を悩ます人も少な

くありません。このプロジェクトでは、父子・母子・孫と祖母・大

人のみ、と多様な形で人々が集まりました。子どもも大人も一緒に

なって “ みんなの畑 ” で植物の手入れをしたり、“ みんなの石窯 ”

を手作りしたり、“みんなで食べる ”ピザを準備したりして、自然

に会話が生まれ、いつしか仲間意識が育っています。ごく当たり前

のことではありますが、それが自然なのだということを、活動を通

して伝えることができたらうれしいです。

団体設立経緯
代表が会社員当時、都内の超高層ビルのホール＆ギャラリーの運営業務を担当し、自主企画のアートプログラムシリーズを立ち
上げた。その企画がメセナ大賞育成賞を受賞したが、代表は、“ いくら素晴らしい芸術企画を実施しても、その観客の中心は、
限られたアート好きの人たちだけだ ”という壁に突き当たり、一般の日本人にとってアートは身近でないこと、人生においてアー
トを必要している日本人はごくわずかだけだという現実を痛感した。そして、人々が感性の豊かな子ども時代にアートと幸せに
出会う機会を持つことが、本当の意味での豊かな社会の形成に繋がるのではないかという結論に至った。その後代表は会社を退
職し、任意団体の一事業として現代芸術家と小学生を出会わせる活動を開始し、現在の団体の活動の足がかりを掴んだ。2001
年に事業の拡大に伴い、法人化に至った。

右ページ：石窯制作
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◎私たちの “これから ” 長い議論を重ねたすえに石窯を手づくりしたことで、参加者たちは

「場」に対する愛着をとても強く持つようになり、誰のものでもな

く「自分たちのもの」であるという感覚を持ったようです。そして、

今後もこの「場」づくりにコミットし続けたい、もっといい「場」

にしていきたいと思うようになったことは、参加者の口から聞くこ

ともできました。また、数年間にわたって活動に参加する人が、半

分以上占めるということからもそれが確かなことだと言えるでし

ょう。そうした意識の変化は、活動を継続させるための確かなベー

スとなります。そして、今後活動内容に幅をもたせる点においても、

ベクトルを共有しながら向かうことができるので、大きな強みにな

ると考えます。これらの点は主に大人に関してですが、大人たちに

自主性が生まれ、大人が本気で楽しんでいることで、自ずと子ども

たちの中にも主体性が生まれていて、今後、子ども同士でいろいろ

なことをしてくれると期待されます。

◎エピソード

大人が楽しいから子どもも楽しい！

親子で参加している人たちの中には、「子どもに

自然と触れ合う体験をさせたい」という希望を持

って参加する親がいます。そして畑にくれば自然

と土をいじり、虫を追いかける子どもたちに対し

て、付添いの態度のままの親もいます。しかし、4、

5ヶ月経って畑仕事が重労働で、大人がいなけれ
ば作業が進まないことに気がつくと、親は次第に

積極的に加わるようになり、やがて主体性を持つ

までに変わってきます。自分たちが手をかけてあ

げることで作物が実り、自然環境が変化していく

のが見えるからこその変化だと思います。石窯で

料理を作るようになってからは特に、子ども以上

に大人が楽しんでいて、そうした親の姿をみて子

どももまた、畑仕事や料理作りの手伝いをすすん

でしてくれるようになりました。

部活の誕生

当初はほぼ全員で同じ作業をしていましたが、「こ

んなこともできたらいいなぁ」という小さな声が

聞こえてくるようになってから部活動がスタート

しました。現在は、ブルーベリー部、バラ部、じゃ

がいも部があって、苗選びや情報交換など部活単

位で行った上でみんなに相談し、実践することに

しています。部活単位で行動することでより密な

コミュニケーションが生まれ、自主性も向上して

います。

大人たちが一緒になって子どもたちとつき合えるのが面白い。
イベント参加者の声

左：石窯ワークショップの “どろだんご隊 ”
中央：畑の恵み（ダイコン）を目の前にして
右：クリスマス会に石窯で焼いたローストターキー
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「多くの人が集まる、魅力ある『場』づくり」という活動の目標は、

石窯を始めとする設備の充実を図れたことで、おおむね達成できま

した。ただ、やむをえないことですが、手づくりにこだわったため

にバラのアーチの設置ができなかったことは、少し残念です（2009
年 4月設置予定）。今後は地域におけるネットワークを広げ、より
多様な人たちとつながりながら活動内容に幅をもたせていきたいと

考えています。

◎アートの果たした役割とは

校庭を掘って畑をつくる―というと少々珍しい活動のように捉えら

れますが、植物の栽培をしたり、栽培した野菜で料理をしたりとい

う行為自体は特別珍しいことではありません。国道が目の前を通る

都会のど真ん中でやっているからこそ目を引くものは在りますが、

少し田舎に行けばどこでもやっていることにすぎない…という見方

もあるでしょう。しかし、そんな活動をあえて特別なものだといえ

るのは、この活動が、植物を実らせることを目的としているのでは

なく、畑をつくるプロセスを多くの参加者（＝地域住民）と共有す

ることを重視している点や、畑を収穫の場と捉えるのでなく、多く

の住民がコミュニケーションをとり、様々な意見を出し合うプラッ

トフォームと捉えているからです。

とある現代美術のアーティストが、自身のプロジェクトを「ワ

ーク・イン・プログレス」と呼んでいますが、それはアーティスト

が先頭に立って何かをつくりあげるタイプのプロジェクトを指すの

ではありません。様々な人が集まって何かをつくり上げていくその

過程を軽視せず、人々の成長とともに発展していくことを目的とし

たプロジェクトを意味しています。

家族とも、学校の友達ともちょっと違う関係がここにあるから、

大人も子どもも少しホッとできるのかもしれません。
団体メンバーの声

参加者のエネルギーが、とにかくすごい！
坂倉杏介さん (アーティスト )の声

◎私たち自身で活動を評価

この活動は、まさしく「ワーク・イン・プログレス」ではない

でしょうか。畑の形すらなかったところに、参加者の人数が増える

とともに少しづつ畑を拡張し、みんながより快適に過ごせる場にし

ていくために石窯やレンガのアプローチをつくったり…。様々なプ

ロセスを多くの人とともに共有していくことにはそれなりの苦労も

ありますが、その中で多様な物の見方や多様な価値観に出会い、気

づいていくこともまた、「アート」だと言えるのではないかと考え

ています。
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